
セレッソ大阪U-12 
  
 

梅州遠征（中国） 
  

2019年梅州市『一帯一路』国際青少年サッカー交流大会 
 
 
 

  

2019年8月18日（日）〜8月24日（土） 



遠征日程 

 2019年8月18日(日)〜8月24(土) 



スタッフ 
(5名) 

 団 長 ： 土井 恵 
  

 監 督 ： 鳥居塚 伸人 
  

 コーチ ： 久川 直裕 
  

 事務局 ： 清水 万里 
  

トレーナー： 白井 秀宙 
      （南谷クリニック） 



選手 
(13名) 

三坂昇輝、重村心惺、釘田桃花、平井翔大 

西川大翔、古田麻子、刈田琉唯、芝田琉真 

北口凛人、小松琉誠、青谷咲哉、金 龍起 

三浦凪隼 

※6年生＝１１名 5年生＝２名     



目的 

●海外遠征をすることで、世界を視野に入れ、 
 将来大きく羽ばたけるサッカー選手・人間を目指す 

 
● 海外チームとの対戦を経験し、より高いレベルを 
 追求し更なる成長を目指す。 

 
●日々のトレーニング成果を発揮すると共に 
 チーム全員で勝利を目指す。 
  
●クラブの代表として、支援してくれている方々 
 の為に全力で戦う。 
 
●異国の人や文化に触れる。 



宿泊先 

梅州皇家名典酒店（The Royal Classic Hotel） 



宿泊先 

梅州皇家名典酒店（The Royal Classic Hotel） 



宿泊先 
（グラウンド） 

梅江区サッカー場文化公園 



大会参加チーム 

2019年 梅州市「一帯一路」国際青少年サッカー交流大会 

 セレッソ大阪U-12 

 ボタフォゴサッカークラブ 

 ベンフィカサッカークラブ 

 Sparta Anusorn サッカークラブ 

 梅県鉄漢生態サッカークラブ 

 梅州客家サッカークラブ 

   広州富力サッカークラブ 

 育新サッカークラブ 



スケジュール 

18日（日）    
    11:00  関西国際空港集合 
    14:10  出発 (南方航空 CZ390)  
    17:05  広州白雲空港着 
    20:35  広州白雲空港発 (南方航空 CZ3337) 
    21:30  梅県空港着 
 
24日（土） 
      10:55  梅県空港出発 (CZ3340)  
    12:00  広州白雲空港着 
    16:25  広州白雲空港発 (CZ393) 
    21:00  関西国際空港着 



スケジュール 

19日  開会式 18:00〜 
     予選 第１戦 19:00k/o  
 
20日  予選 第２戦 19:00k/o 
 
21日  予選 第３戦 19:00k/o 
 
22日  順位決定戦（決勝戦）19:00k/o  
 
23日  閉会式  



レギュレーション 

■２グループでの予選リーグ後順位決定 
  
■8人制 
 
■4号球、ゴール（２m×５m） 
 
■70分（35分×2本） 
 
■交代 最大4回（再出場は出来ない） 



予選Aグループ 

チーム名 国 名 

ボタフォゴ ブラジル 

広州富力サッカークラブ 中 国 

タイ Sparta Anusorn サッカークラブ タイ王国 

梅県鉄漢サッカークラブ 中 国 



予選Bグループ 

チーム名 国 名 

セレッソ大阪 U-12 日 本 

ベンフィカサッカークラブ ポルトガル 

梅江区選抜チーム 中 国 

梅州客家サッカークラブ 中 国 

※予選リーグ後、グループA・Bの同順位と順位決定戦を行う。 



試合結果 

日付 対戦相手 キックオフ 結果 得点者 

19日 
第1戦 

梅州客家（中国） 
19:00 4 − 2 芝田2、西川、北口 

20日 
第2戦 

梅江区選抜（中国） 
19:00 8 − 0 

金3、重村2、西川 
刈田、北口 

21日 
第3戦 

ベンフィカ（ポルトガル） 
19:00 5 − 0 三浦3、北口、重村 

22日 
決勝戦 

ボタフォゴ（ブラジル） 
19:00 3 − 1 芝田2、重村 



予選リーグ 

第２戦  vs梅江区選抜  ８−０ 



予選リーグ 

第３戦  vsベンフィカ  ５−０ 



順位決定戦 

決勝戦  vsボタフォゴ  ３−１ 



順位決定戦 

決勝戦  vsボタフォゴ  ３−１  優勝!! 



閉会式 



成果 

□全員攻撃全員守備 
 

□どの試合においても優位に試合を運ぶ事ができた。 
 

□年間を通して行ってきた事が、今大会でも通用する事を感じた。 
 

□現在の立ち位置を知り、今後の目標を選手自身が感じれた。 
 

□SAKURA DNAを持つ選手がSAKURA SPECTACLEを体現。 
（世界で咲き誇る次の才能）     （閃け。輝け。咲き誇れ。） 

 

□全員が試合に出場して勝利を掴む事ができた。 



課題 

《オンザピッチ》 
□個人スキルのレベルアップ（止める、蹴る、運ぶの徹底） 
   

□プレッシャーの中での判断スピード＆クオリティ 
    

□アプローチの間合い、球際の強さ（メンタリティー） 

 

《オフザピッチ》 
□私生活の中から自らが判断して行動する 
  

□食事、休養の重要さの再確認する 
  

□感謝の気持ちを常に持ち行動する 



総括 

２回目の海外遠征ということもあり、海外選手に臆する事なく
選手たちが自信を持ってプレーを行なっていた。オフザピッチ
や日頃の練習の大切さを感じ、選手が取り組んだ成果が出て良
い経験となる大会であった。 

□自信を持ってプレーをすることで良い結果を出せた。 

□海外でしか取り組めない事へのチャレンジができた。 

□選手自身が基準を明確にできた。 

□オフザピッチの重要性（生活習慣や食事） 

□周りで支えてくれている人への感謝の気持ち。 

□この大会を通して少しではあるが成長が見られた。 

□世界で活躍する為に更なる成長と取り組み。 


